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エピジェネティクスとは「DNA の塩基配列に依存しない遺伝子発現制御機構」と定義され

る生命現象である。多細胞体の発生・分化において、エピジェネティックな状態はダイナミ

ックに変化し、極論すれば、発生・分化というのは、エピジェネティックな状態が基底状態

から、200～300 種類あるとされている細胞それぞれの状態へと変化する過程ととらえること

すら可能である。そして、その分子的な本態はヒストンの修飾と DNA メチル化であること

が知られている。 
エピジェネティクスは、正常な発生・分化だけでなく、がんや生活習慣病といったいろい

ろな疾患の発症にも重要な役割を担っている。また、ある種の白血病の治療にエピジェネテ

ィクスを制御する薬剤が使われるようになってきている。さらに、エピジェネティクスとい

うのは、動物だけではなく、植物、さらには単細胞生物にも存在する分子機構あり、記憶や

学習、アサガオの斑模様、女王バチへの成長、ストレス反応、さらには、プレーリーハタネ

ズミの一夫一婦制など、実にさまざまな生命現象にエピジェネティクスが重要な役割を有し

ていることがわかってきている。 
我々の研究室では、エピジェネティックな状態が最もダイナミックに変化する、受精直後

の初期胚と生殖細胞の発生過程における DNA メチル化制御についての研究をおこなってき

た。今回の講演では、エピジェネティクスとは何かを概説し、我々の研究成果の一端につい

て紹介したい。 
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